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１．概況 

 平成 23 年 1 月分の造船主要 52 工場の鋼船建造実績は、起工 20 隻、105 万 8 千 G/T、竣工 44 隻、

201 万 5 千 G/T、竣工船価 2,036 億円、生産指数 118.1 であり、生産指数の前年同月比は、15.9％減

であった。 
このうち、竣工実績は全て輸出船であり、パナマ・リベリア等向けの一般貨物船 8 隻、リベリ

ア向けの鉱石専用船 1 隻、パナマ・マーシャル諸島等向けのばら積み船 18 隻、パナマ・シン

ガポール向けの鉱石兼ばら積み船 8 隻、パナマ向けのその他貨物船 1 隻、マーシャル諸島・リベ

リア等向けの一般油送船 5 隻、パナマ・シンガポール等向けの化学薬品船 3 隻で、合計 44 隻、2
01万5千G/T、生産指数123.9であった。 
 鋼船修繕実績は、116 隻、工事金額 61 億円であった。 

 
２．生産指数の推移 平成 22 年（2010）=100 
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注１ 本速報は、造船の生産等実績の早期把握に資するため、基幹統計「造船造機統計」の造船調査対象工場のう

ち主要工場の主要項目の生産等実績について先にとりまとめ速報化したものである。確報値は追って公表さ

れる「造船統計月報」を参照されたい。 

注２ 生産指数は、当該月の竣工船価（合計）を、基準時（平成 22 年）の竣工船価（合計）の月平均値で除して

求めた指数である。また、累計値の生産指数は、当該月までの竣工船価（合計）を、基準時（平成 22 年）

の竣工船価（合計）の月平均値に当該月数を乗じて求めた数字で除して求めた指数である。なお、本速報の

生産指数は、主要工場分のみの速報値である。 



３．鋼船建造実績 

（単位：隻、Ｇ／Ｔ、千円 、 指数：平成 22 年平均＝１００） 

用　 途　 別 起　 　 工 竣    工 生産指数 （  注２  ）

隻数 Ｇ ／Ｔ 隻数 Ｇ ／Ｔ 船価 指数 前年同月比

合　 　 　 計 20 1,057, 900 44 2, 014, 860 203, 569, 979 118. 1 84. 1

国内船 小計 0 0 0 0 0 0. 0 －

貨物船 0 0 0 0 0 － －

貨客船 0 0 0 0 0 － －

客船 0 0 0 0 0 － －

自動車航送船 0 0 0 0 0 － －

油送船 0 0 0 0 0 － －

漁船 0 0 0 0 0 － －

その他 0 0 0 0 0 － －

輸出船 小計 20 1,057, 900 44 2, 014, 860 203, 569, 979 123. 9 －

貨物船 13 693, 450 36 1, 612, 621 154, 584, 516 － －

油送船 7 364, 450 8 402, 239 48, 985, 463 － －

その他 0 0 0 0 0 － －  
 

４．鋼船修繕実績 

 隻    数 工事金額 （ 千円 ）

合計 104 （ 12 ） 2,746,646 （ 3,323,650 ）

国内船 86 （ 12 ） 2,307,009 （ 3,323,650 ）

外国船 18 （ 0 ） 439,637 （ 0 ）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注３ 結果表中の「・・」については、秘密保護上公表しないものである。 

注４ 鋼船修繕実績における（ ）内は、排水トン表示による船舶で、外数である。 


